
●
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
へ

　
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
マ
グ
レ
ブ
の
ア
ル

＝
カ
ー
イ
ダ
」（al-Q

aid
a in
 Islam

-

ic M
aghrib

：
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
）
は
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
組

織
「
宣
教
と
戦
闘
の
た
め
の
サ
ラ

フ
ィ
ー
主
義
集
団
」（G

roup 

salafiste pour la préd
ication

 et 

le com
bat

：
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
が
、
二
〇

〇
七
年
に
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン

の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
・
グ
ル
ー
プ
に
加

入
し
て
成
立
し
た
ジ
ハ
ー
ド
主
義
集
団

で
あ
る
。
首
脳
部
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北

部
の
山
岳
地
帯
を
中
心
に
活
動
を
続
け

て
い
る
が
、
一
部
は
マ
リ
北
部
を
拠
点

と
し
、
マ
リ
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
な
ど
の
サ
ヘ
ル
諸
国
に
進
出
し

て
い
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
一
武
装
集

団
か
ら
国
際
ジ
ハ
ー
ド
団
体
へ
の
転
換

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
か
。

●
孤
立
か
ら
の
脱
出

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
誕
生
の
背
景
に
は
、
九
〇

年
代
に
一
〇
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

と
さ
れ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
内
戦
が
二
〇

〇
〇
年
代
に
収
束
に
向
か
い
、
戦
闘
が

局
地
化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ジ
ハ
ー
ド

主
義
集
団
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
市
民

を
標
的
に
す
る
方
針
を
放
棄
し
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
当
局
と
外
国
権
益
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
よ
う
に
な
っ
た
。
暴
力

に
倦う

み
疲
れ
た
国
内
の
人
々
の
支
持
と

国
外
の
資
金
支
援
を
失
わ
ぬ
よ
う
、
ア

ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の「
地
方
支
部
」と
な
っ

て
生
き
残
り
を
図
っ
た
形
で
あ
る
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
内
戦
は
、
独
立
後
初

の
複
数
政
党
制
に
よ
る
選
挙
で
あ
る
一

九
九
〇
年
の
地
方
選
挙
、
翌
年
の
国
政

選
挙
（
一
次
投
票
）
に
お
い
て
、
イ
ス

ラ
ー
ム
政
党「
イ
ス
ラ
ー
ム
救
済
戦
線
」

（F
ron
t islam

ique d
u salut

：
Ｆ
Ｉ

Ｓ
）
が
そ
れ
ま
で
実
質
的
な
一
党
独
裁

を
敷し

い
て
き
た
「
民
族
解
放
戦
線
」

（F
ron
t d
e libération

 n
ation

ale

：

Ｆ
Ｌ
Ｎ
）
を
降く
だ

し
、
電
撃
的
な
勝
利
を

お
さ
め
た
事
に
始
ま
る
。
政
権
交
代
を

恐
れ
た
軍
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
誕

生
を
危
惧
す
る
「
国
際
社
会
」
の
支
持

を
背
景
に
一
九
九
二
年
に
選
挙
プ
ロ
セ

ス
を
中
断
し
て
政
権
を
掌
握
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

は
非
合
法
化
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

者
は
苛
烈
な
弾
圧
を
受
け
た
。
政
府
お

よ
び
軍
と
の
対
立
の
激
化
の
な
か
で
、

Ｆ
Ｉ
Ｓ
そ
の
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
集

団
か
ら
穏
健
派
が
排
除
さ
れ
、
急
進
派

の
人
々
は
武
器
を
取
っ
て
戦
う
こ
と
を

選
択
す
る
。
軍
と
武
装
イ
ス
ラ
ー
ム
勢

力
が
衝
突
を
繰
り
返
す
う
ち
、
社
会
全

体
を
背
教
者
と
み
な
し（
こ
の
よ
う
に
、

ム
ス
リ
ム
を
背
教
者
と
み
な
す
行
為
は

「
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
）、
一

般
市
民
に
対
す
る
無
差
別
テ
ロ
を
行
う

「
武
装
イ
ス
ラ
ー
ム
集
団
」（G

roupe 

islam
ique arm

é
：
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
の
よ

う
な
組
織
が
出
現
し
た
。
一
九
九
六
年

に
Ｇ
Ｉ
Ａ
指
導
者
と
な
っ
た
ア
ン
タ

ル
・
ズ
ワ
ー
ビ
リ
ー
は
、
ア
ル
ジ
ェ
近

郊
の
複
数
の
町
の
住
民
五
〇
〇
人
以
上

が
虐
殺
さ
れ
た
一
九
九
七
年
夏
の
凄
惨

な
テ
ロ
事
件
の
後
、
市
民
の
無
差
別
殺

戮
を
正
当
化
し
て
、
国
内
ば
か
り
か
海

外
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
の
支
持
を
も

失
っ
た
。

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
母
体
と
な
っ
た
Ｇ
Ｓ
Ｐ

Ｃ
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
市
民
に
対
す

る
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
に
反
対
し
、
政
府
や

軍
と
の
戦
闘
を
活
動
の
中
心
と
す
る
べ

く
、
一
九
九
八
年
に
Ｇ
Ｉ
Ａ
か
ら
分
離

し
た
集
団
で
あ
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
現
在

の
活
動
も
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
軍
と
の
戦

闘
や
政
府
機
関
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
が

主
で
あ
り
、
サ
ヘ
ル
地
域
に
お
い
て
は

外
国
権
益
（
在
外
公
館
や
企
業
）
の
攻

撃
と
外
国
人
誘
拐
で
あ
る
（
表
1
）。

● 「
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
た
ち
」
か

ら
「
キ
リ
ス
ト
教
十
字
軍
」
へ

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
言
説
は
、
反
植
民
地
主

義
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
イ

ス
ラ
ー
ム
の
強
調
と
い
う
、
内
戦
以
前

の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

者
に
み
ら
れ
た
傾
向
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
か
つ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
者
は
、
Ｆ
Ｌ
Ｎ
体
制
の
腐

敗
、
権
威
主
義
に
対
す
る
人
々
の
怒
り

か
ら
、多
く
の
正
当
性
を
引
き
出
し
た
。

特　集

 不安定化する
｢サヘル・アフリカ｣

渡
邊
祥
子

マ
グ
レ
ブ
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
と
そ
の
射
程

― 

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
サ
ヘ
ル
を
め
ぐ
っ
て 

―
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彼
ら
は
、独
立
後
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
理
念
の
下
で
ア

ラ
ブ
化
・
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
を
推
進

し
な
が
ら
、
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
風
の

教
育
を
受
け
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
利
害

と
結
び
つ
い
た
（
と
彼
ら
が
み
な
す
）

軍
事
的
・
政
治
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
う
し
た
国

家
エ
リ
ー
ト
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
た

ち
」
と
呼
ん
で
、
国
家
と
エ
リ
ー
ト
に

不
満
を
持
つ
幅
広
い
層
の
支
持
を
集
め

た
。
と
り
わ
け
、
八
〇
年
代
ま
で
に
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
た
都
市
部
の
若
年

失
業
者
層
が
、
堕
落
し
た
政
府
と
の
ジ

ハ
ー
ド
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す
る
戦
闘
的
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
。

　

こ
の
「
国
家
エ
リ
ー
ト
と
そ
れ
を
支

援
す
る
フ
ラ
ン
ス
」
対
「
敬
虔
な
民
衆
」

と
い
う
対
立
が
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
に
お
い
て

は
、「
マ
グ
レ
ブ
諸
政
権
と
そ
れ
を
支

援
す
る
諸
外
国
」
対
「
マ
グ
レ
ブ
の
民

衆
」
と
広
域
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の
世
界
観
の
基
本

は
、「
キ
リ
ス
ト
教
的
、
シ
オ
ニ
ス
ト

的
な
西
洋
世
界
、
お
よ
び
そ
の
利
害
と

結
び
つ
い
た
ア
ラ
ブ
の
国
家
体
制
（
＝

彼
ら
）」
対
「
西
洋
の
植
民
地
主
義
的

な
欲
望
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
ム
ス
リ

ム
（
＝
我
々
）」
の
二
元
論
で
あ
る
。

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、

ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の
国
際
ジ
ハ
ー
ド
路

線
に
沿
っ
て
発
展
さ
せ
た
と
い
え
る
。

　

国
際
ジ
ハ
ー
ド
路
線
は
、
二
〇
〇
四

年
以
降
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
実
権

を
握
る
ア
ブ
ー
・
ム
ス
ア
ブ
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ワ
ド
ゥ
ー
ド
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら

れ
た
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
攻
撃
対
象
は
地
域

の
欧
米
（
特
に
フ
ラ
ン
ス
）
権
益
と
、

そ
れ
に
操
ら
れ
て
い
る
（
と
彼
ら
が
み

な
す
）
各
国
現
地
政
権
で
あ
る
。
二
〇

一
一
年
一
月
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
声
明
で

は
、「
十
字
軍
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
の

「
傀か

い

儡ら
い

統
治
者
」
と
し
て
、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
ブ
ー
テ
フ
リ
カ
大
統
領
、
モ

ロ
ッ
コ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
六
世
、
リ
ビ
ア

の
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。
標
的
に
対
す
る
自
爆
テ
ロ
と
い
う

手
法
、
地
域
有
力
者
と
の
協
力
関
係
構

築
を
通
じ
て
新
た
な
勢
力
圏
を
獲
得
し

て
い
く
方
法
は
、
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
と

ザ
ル
カ
ー
ウ
ィ
ー
の
指
揮
す
る
ア
ル
＝

カ
ー
イ
ダ
「
本
部
」
に
倣
っ
た
と
さ
れ

る
。

●
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

　

国
際
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
マ
グ
レ
ブ
諸
国

の
体
制
の
安
定
を
脅
か
す
存
在
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
影
響
力
は
む

し
ろ
、
サ
ヘ
ル
諸
国
に
お
い
て
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
の
か
。

　

ジ
ハ
ー
ド
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で

は
、
戦
闘
が
少
数
の
集
団
に
よ
っ
て
、

山
岳
地
帯
な
ど
の
社
会
か
ら
隔
絶
し
た

場
所
で
行
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
こ
そ

が
外
敵
か
ら
社
会
を
守
る
戦
い
の
前
線

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
少
数
精
鋭
集
団
に

よ
る
ジ
ハ
ー
ド
と
い
う
主
題
は
、
ジ

ハ
ー
ド
主
義
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団

の
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
（
一
九
〇
六

〜
六
六
年
）
著
『
道
標
』（
一
九
六
四
年
）

に
見
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

は
、
一
般
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
タ
ク

フ
ィ
ー
ル
は
避
け
る
も
の
の
、
ジ
ハ
ー

ド
主
義
の
こ
の
よ
う
な
発
想
を
基
本
的

に
引
き
継
い
で
い
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
に
よ

れ
ば
、
故
郷
と
家
族
を
捨
て
て
山
で
戦

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
兵
士
は

不
正
な
欧
米
や
現
地
政
権
と
の
ジ
ハ
ー

ド
の
前
衛
に
立
つ
。
そ
の
他
の
ム
ス
リ

ム
た
ち
は
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
に
加
わ
る
か
、

彼
ら
を
援
助
す
べ
き
と
さ
れ
る
。「
ア

ラ
ブ
の
春
」
の
先
触
れ
と
な
っ
た
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
け
る
民

衆
抗
議
行
動
に
応
答
し
て
、
二
〇
一
一

年
一
月
に
出
し
た
声
明
の
な
か
で
Ａ
Ｑ

Ｉ
Ｍ
は
、
こ
の
抗
議
行
動
を
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

の
ジ
ハ
ー
ド
と
結
び
付
け
る
べ
く
、
民

衆
に
以
下
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

表1　AQIM周辺の主な事件
時期 出来事

2003年2月 GSPC、アルジェリアの砂漠で32人のヨーロッパ人観光客
を誘拐（解放）

2007年1月 GSPC、イスラーム・マグレブのアル＝カーイダ（AQIM）
と改称

2007年4月 アルジェの首相府などに3件の自爆テロ、死者33名

2007年12月 モーリタニア・アレグでフランス人観光客4名殺害。翌年
ダカール・ラリーのキャンセル
アルジェの国連事務所などに2件の自爆テロ、死者41名

2008年2月 モーリタニア・ヌアクショットのイスラエル大使館襲撃
チュニジア南部にてオーストリア人観光客2名誘拐（解放）

2008年12月 ニジェールでカナダ人外交官2名誘拐（解放）

2009年1月 ニジェール・マリ国境にてヨーロッパ人観光客4人誘拐、
イギリス人1名殺害

2009年6月 モーリタニア・ヌアクショットにてアメリカ人人道活動
家殺害
ブルカ（ニカーブ）に関するサルコジ仏大統領の発言を
非難する声明

2009年8月 モーリタニア・ヌアクショットのフランス大使館に対す
る自爆攻撃

2009年
11-12月

マリ、モーリタニアで3件計6名のヨーロッパ人を誘拐（解
放）（スペイン人3名、フランス人1名、イタリア人2名）

2009年12月 ニジェールのティラベリ州でサウジ人4人が武装グループ
に襲われ死亡

2010年4月 ニジェールでフランス人人道活動家ミシェル・ジェルマ
ノ氏誘拐

2010年7月 ジェルマノ氏「殺害」声明

2010年9月 ニジェールのアーリットで7人のアレヴァ社員誘拐
（フランス人5名、トーゴ人1名、マダガスカル人1名）

2011年1月 ニジェール・ニアメでフランス人2名を誘拐、殺害

2011年2月 アルジェリア南東部タドラルト地方でイタリア人旅行客
誘拐（解放）

2011年11月 マリ北部にてヨーロッパ人など2件5名を誘拐（フランス人
2名、オランダ人、スウェーデン人、イギリス/南アフリカ人）

（出所）筆者作成。

マグレブのアル＝カーイダとその射程 ― 「アラブの春」とサヘルをめぐって ―
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あ
な
た
方
が
現
在
、
公
正
と
権
利
回

復
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
戦
い
は
、
あ

な
た
方
の
同
胞
で
あ
る
ジ
ハ
ー
ド
戦
士

た
ち
の
戦
い
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ジ

ハ
ー
ド
戦
士
た
ち
は
、
あ
な
た
方
の

家
々
の
向
か
い
に
あ
る
山
々
で
戦
い
に

従
事
し
て
い
る
。
我
々
が
家
と
家
族
と

財
産
を
後
に
し
た
の
は
、
あ
な
た
方
の

宗
教
と
、
あ
な
た
方
の
現
世
の
防
衛
の

た
め
に
他
な
ら
な
い
。
あ
な
た
方
が
求

め
る
変
化
の
た
め
に
は
、
宗
教
に
背
く

支
配
者
た
ち
へ
の
反
逆
と
、
神
の
シ
ャ

リ
ー
ア
に
よ
る
統
治
が
必
要
で
あ
る
。

シ
ャ
リ
ー
ア
に
よ
っ
て
、
公
正
が
支
配

し
、
真
理
と
正
義
が
戻
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、こ
れ
ら
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、

シ
ャ
リ
ー
ア
に
合
致
し
た
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
通
じ
て
ジ
ハ
ー
ド
を
行
い
、
禁
じ

ら
れ
た
こ
と
を
否
定
し
、
こ
の
圧
制
者

た
ち
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

で
あ
る
。
山
で
従
軍
し
て
い
る
あ
な
た

方
の
同
胞
た
ち
の
ジ
ハ
ー
ド
と
戦
闘
、

彼
ら
に
対
す
る
あ
な
た
方
の
身
体
と
富

に
よ
る
助
け
と
支
援
、
そ
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
派
閥
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
罪
深
い

圧
制
者
た
ち
に
向
か
っ
て
立
ち
上
が
る

こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
た
ち
を
信
頼

し
な
い
こ
と
を
通
じ
て
、
神
の
お
許
し

に
よ
り
約
束
さ
れ
た
勝
利
が
実
現
す
る

だ
ろ
う
（
参
考
文
献
①
）。

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
世
界
観
で
は
、
悪
し
き

政
権
と
の
戦
い
に
お
い
て
前
線
に
い
る

の
は
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
で
あ
り
、
民
衆
は
あ
く

ま
で
彼
ら
を
補
助
す
る
存
在
な
の
で
あ

る
。
少
数
精
鋭
集
団
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
民

衆
の
な
か
に
分
け
入
っ
て
そ
れ
を
内
部

か
ら
組
織
す
る
運
動
で
は
な
く
、
そ
の

た
め
の
組
織
的
基
盤
も
持
た
な
い
。
民

衆
運
動
た
る
こ
と
を
自
ら
拒
否
す
る
点

に
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
社
会
運
動
と
し
て
の

限
界
が
あ
る
。
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

選
挙
参
加
な
ど
の
手
段
を
排
し
、
外
国

権
益
へ
の
攻
撃
や
国
家
当
局
と
の
武
装

闘
争
を
志
向
す
る
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
が
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
起
こ
っ
た
労
働

組
合
や
職
業
組
合
、
党
派
性
の
な
い
若

者
た
ち
の
緩
や
か
な
連
帯
の
流
れ
に
掉さ

お

さ
す
の
は
困
難
だ
っ
た
。
事
実
Ａ
Ｑ
Ｉ

Ｍ
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
主
要
な
ア

ク
タ
ー
と
な
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、

「
春
」
後
の
ア
ラ
ブ
政
治
の
大
き
な
動

き
か
ら
も
脇
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
政
変
後
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ

ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
弾
圧
を

受
け
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
が
選
挙

戦
に
勝
利
し
、
政
権
参
加
す
る
と
い
う

新
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
モ

ロ
ッ
コ
で
も
、
穏
健
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主

義
政
党
が
組
閣
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
合
法
的
な
手
段
で
活
動
す
る
イ

ス
ラ
ー
ム
政
党
が
各
国
の
選
挙
で
躍
進

し
た
こ
と
で
、
政
権
と
対
峙
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
勢
力
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド
主
義

集
団
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
薄
れ
た
。
北
ア

フ
リ
カ
の
人
々
が
、
非
暴
力
的
手
段
で

の
政
治
変
革
を
望
ん
だ
こ
と
も
、
ジ

ハ
ー
ド
主
義
が
背
景
へ
と
遠
の
い
た
要

因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
折
し
も
、
オ
バ

マ
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、「
テ
ロ
と

の
戦
い
」
が
民
主
化
の
代
わ
り
に
世
界

中
に
も
た
ら
し
た
戦
火
と
混
乱
が
批
判

さ
れ
、
九
・
一
一
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の

介
入
主
義
が
見
直
さ
れ
て
い
た
。
二
〇

一
一
年
五
月
に
は
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
が

殺
害
さ
れ
た
が
、
よ
り
深
層
で
「
ア
ラ

ブ
の
春
」
は
、
西
洋
文
明
と
イ
ス
ラ
ー

ム
文
明
の
衝
突
と
い
う
、
ア
ル
＝
カ
ー

イ
ダ
的
世
界
観
の
前
提
を
崩
し
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
リ
ビ
ア
内
戦
が
引
き
起
こ

し
た
混
乱
を
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
見
逃
さ
な

か
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
が
サ
ハ
ラ
以
南
の

諸
国
か
ら
呼
び
集
め
た
傭
兵
と
支
給
し

た
武
器
は
、
カ
ダ
フ
ィ
の
死
後
、
サ
ハ

ラ
以
南
の
諸
地
域
の
武
装
化
を
も
た
ら

し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
リ
ビ
ア
の
不
安

定
化
し
た
国
境
地
帯
が
、
武
器
や
麻
薬

の
輸
送
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
集
団
の
軍

事
訓
練
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
国
内
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、
憲
兵

や
警
察
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
を
繰
り
返

し
、
軍
は
こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の

拠
点
で
あ
る
カ
ビ
ー
ル
地
方
の
山
岳
地

帯
の
掃
討
戦
を
行
っ
た
（
二
〇
一
二
年

六
〜
七
月
）。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
サ

ヘ
ル
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
も
根
強
い
活
動
を
見

せ
て
い
る
。

●
サ
ヘ
ル
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
土
着
化
？

　

二
〇
一
二
年
の
マ
リ
危
機
に
お
い

て
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
サ
ヘ
ル
部
隊
は
、
マ

リ
北
部
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

勢
力
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
着
目
さ
れ
て

い
る
。サ
ヘ
ル
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
起
源
は
、

Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
南
部
で
引

き
起
こ
し
た
二
〇
〇
三
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
観
光
客
三
二
人
拉
致
事
件
に
遡

る
。
マ
リ
北
部
に
監
禁
さ
れ
た
人
質
の

一
部
は
身
代
金
と
引
き
換
え
に
解
放
さ

れ
た
が
、
こ
の
際
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
指
導

者
の
一
人
ム
フ
タ
ー
ル
・
ベ
ル
ム
フ

タ
ー
ル
が
マ
リ
北
部
へ
亡
命
を
果
た
し

た
。
彼
の
活
動
に
よ
り
、
サ
ヘ
ル
は
Ｇ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
第
二
の
軍
事
拠
点
と
な
っ

た
。
マ
リ
危
機
の
開
始
ま
で
、
Ａ
Ｑ
Ｉ

Ｍ
と
マ
リ
当
局
と
の
大
規
模
な
戦
闘
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
外
国
権
益
の
攻
撃
と

外
国
人
誘
拐
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

外
国
人
人
質
は
多
く
の
場
合
対
外
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
や
取
引
の
た
め
に
利
用
さ

れ
、解
放
さ
れ
た
が
、殺
害
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
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二
〇
〇
三
年
来
サ
ヘ
ル
の
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

は
、
外
来
集
団
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ

ず
、
地
域
社
会
を
取
り
込
む
努
力
を
し

て
き
た
。
サ
ヘ
ル
地
域
へ
の
浸
透
は
、

経
済
と
人
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。
麻
薬

輸
送
や
不
法
移
民
の
手
引
き
な
ど
闇
ビ

ジ
ネ
ス
の
展
開
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

は
マ
リ
北
部
の
地
域
社
会
に
経
済
的
影

響
力
を
行
使
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
導

者
ベ
ル
ム
フ
タ
ー
ル
が
現
地
の
有
力
者

の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
ほ

か
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
地
元
の
ム
ス
リ
ム
を

兵
士
や
司
令
官
と
し
て
採
用
し
て
お

り
、
彼
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
て
い
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
と
協
調
し
つ

つ
現
在
マ
リ
北
部
統
治
の
実
権
を
掌
握

し
て
い
る
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

武
装
集
団
「
ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ッ
＝

デ
ィ
ー
ン
」
の
指
導
者
が
、
二
〇
〇
三

年
以
来
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
と
の
関
係
を
持
つ
マ

リ
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
人
、
イ
ヤ
ド
・
ア
グ
・

ガ
リ
で
あ
る
こ
と
は
、偶
然
で
は
な
い
。

ア
グ
・
ガ
リ
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
北
部
マ

リ
に
進
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
前

述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
観
光
客
拉
致
事
件

に
お
い
て
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
政
府
の
交
渉
を
仲
介
し
、
人
質
解

放
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ

る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
側
か
ら
見
れ
ば
ア
ン

サ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
Ａ
Ｑ

Ｉ
Ｍ
に
欠
け
て
い
る
地
域
的
基
盤
を
提

供
し
、
都
合
の
よ
い
外
交
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
な
っ
て
く
れ
る
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
。
ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
に
対
し
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
豊
富
な
資
金

と
軍
事
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
恩
恵
を
も
た

ら
す
。
ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
と
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
と
の
関
係
は
、
前
者
が

後
者
の
傘
下
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

二
者
が
利
害
の
一
致
に
よ
っ
て
協
力
関

係
を
築
い
た
も
の
と
見
て
い
い
だ
ろ

う
。

　

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
サ
ヘ
ル
で
の
活
動
が
長

期
化
し
た
背
景
に
、
地
域
社
会
の
政
治

的
・
社
会
的
・
経
済
的
な
脆
弱
性
が
あ

る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
の
軍
事
拠
点
と
さ
れ
る

マ
リ
北
部
、
テ
ロ
活
動
の
盛
ん
な
ニ

ジ
ェ
ー
ル
北
部
は
、
九
〇
年
代
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
中
央
政
府
に
対
す
る
住
民

の
武
装
蜂
起
が
起
こ
っ
た
地
域
で
あ
る

（
参
考
文
献
②
③
）。
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
北
部
の
不
安
定
の
問
題
は
、
植
民
地

時
代
に
遡
る
古
い
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
は
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
「
民
族
問

題
」、
キ
リ
ス
ト
教
対
イ
ス
ラ
ー
ム
の

「
宗
教
問
題
」
と
い
う
よ
り
も
、
低
開

発
の
問
題
―
国
家
サ
ー
ビ
ス
（
教
育
、

福
祉
、
産
業
政
策
）
の
恩
恵
を
受
け
た

い
と
い
う
住
民
た
ち
の
願
望
に
、
国
家

が
十
分
に
応
答
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

―
が
、
地
域
や
共
同
体
に
対
す
る
差
別

の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
根
本
的
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
北
部
は
、
低

開
発
に
加
え
、
度
重
な
る
武
装
蜂
起
で

政
府
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
支
援
が
遠

の
い
た
こ
と
に
よ
る
慢
性
的
な
貧
困

と
、
党
派
対
立
や
伝
統
権
威
の
崩
壊
に

よ
る
内
部
か
ら
の
不
安
定
化
を
被
っ
て

い
た
。
こ
の
脆
弱
性
に
付
け
込
み
、
豊

富
な
活
動
資
金
と
政
治
的
影
響
力
に
物

を
い
わ
せ
て
地
域
に
寄
生
し
た
の
が
、

Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
だ
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
に
は
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
な
動
員
力
も
あ
る
。
貧
し
い
サ

ヘ
ル
諸
国
の
経
済
、
軍
事
、
外
交
に
お

け
る
対
外
依
存
は
、
産
油
国
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
以
上
に
強
い
。例
え
ば
、ニ
ジ
ェ
ー

ル
北
部
の
ア
ー
リ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る

地
域
に
ウ
ラ
ン
鉱
山
が
あ
る
が
、
こ
の

開
発
を
独
占
的
に
担
っ
て
い
る
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

ア
レ
ヴ
ァ
社
で
あ
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ
は
、

二
〇
一
〇
年
九
月
に
ア
レ
ヴ
ァ
社
の
社

員
七
名
を
誘
拐
す
る
事
件
を
起
こ
し
た

際
、
ア
レ
ヴ
ァ
社
は
地
域
社
会
か
ら
不

当
な
搾
取
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
拉
致

を
正
当
化
し
た
。
ア
ー
リ
ッ
ト
の
鉱
山

開
発
に
つ
い
て
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
人
社

員
へ
の
差
別
的
な
待
遇
や
、
放
射
線
に

よ
る
環
境
汚
染
と
い
っ
た
問
題
が
、
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て

い
る
事
実
が
あ
る
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
サ
ヘ
ル
が
依
然
と

し
て
植
民
地
同
然
だ
と
い
う
Ａ
Ｑ
Ｉ
Ｍ

の
主
張
の
是
非
を
知
る
に
は
、
各
国
の

独
立
以
来
の
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
あ
り
方
を
慎
重
に
再
検
討
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
サ
ヘ
ル
の
国
境

地
帯
は
各
国
内
部
で
も
と
も
と
開
発
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の

低
開
発
の
問
題
が
、
欧
米
と
そ
の
傀
儡

政
府
に
よ
る
搾
取
と
し
て
体
験
さ
れ
う

る
現
実
が
存
在
す
る
。
ア
ル
＝
カ
ー
イ

ダ
の
二
元
論
が
い
ま
だ
リ
ア
リ
テ
ィ
を

持
つ
地
域
が
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
Ａ
Ｑ

Ｉ
Ｍ
の
進
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
好
都

合
な
環
境
が
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

（
わ
た
な
べ　

し
ょ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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